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「橋の新設・維持管理設計法」社内講演会の開催について 

～今後、国内の道路橋設計、維持管理で本格導入が期待される新しい設計法～ 
 

我が国の社会資本ストックは、高度経済成長時代を中心に集中的に整備されており、今後急速に老朽化する

ことが懸念されるとともに、社会資本整備そのものも国際的にみて大きく遅れているのが実状です。 

そこで、株式会社オリエンタルコンサルタンツでは、社会資本の中でも、特に橋梁の新設、維持管理に着目

し、長岡技術科学大学の長井正嗣名誉教授をお招きして講演会を開催しました。 

 

【「橋の新設・維持管理設計法」社内講演会の概要】 

長井正嗣名誉教授による講演会は２部構成で行いました。 

第Ⅰ部では、新設設計で用いる設計法として、日本の道路橋設計基準でも導入が予想される性能照査設計法、

限界状態設計法について、その概要や現行の許容応力度法との違いなど、欧米での動向や具体的な設計例を含

めてご講演頂きました。 

第Ⅱ部では、主に維持管理の設計法にスポットをあて、アメリカの維持管理設計の評価手法、手順などをご

講演いただきました。また、過去の橋の大事故、落橋を例に、その要因分析とこれを避けるための維持管理手

法について、長井正嗣名誉教授のこれまでの研究成果、最新の知見や取り組みなどをご講演頂きました。 

講演会には、橋梁関係の業務に従事する約 150 名の技術者が参加し、「橋の新設・維持管理設計法」に対す

る理解を深めると共に、今後の業務や研究開発等への活用方法などに関する質疑応答が行われました。 

株式会社オリエンタルコンサルタンツでは、今後もより良い社会資本整備に向けて、学識経験者との協働、

連携をはじめ、先進的な取り組みを展開していきます。 

 

【長井正嗣名誉教授の講演会風景】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本資料に関するお問い合わせ先＞  

株式会社オリエンタルコンサルタンツ 

TEL: 03-6311-7551 FAX: 03-6311-8011 

URL： http://www.oriconsul.com/ 

統括本部  三百田、伊藤 

長井正嗣名誉教授の講演の様子 講演会場全体の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


